
まえがき＝鉄鋼材料の高清浄化のニーズは年とともに強
まっており，溶鋼中に存在する介在物を効果的に除去す
ることが，製鋼プロセスでの重要な課題になっている。
数μmの微小な介在物粒子は単独での除去は困難であ
るが，凝集して巨大化した場合には浮力差を用いて浮上
分離が可能である。しかし，凝集して巨大化した介在物
が浮上分離せずに鋳片中に残存すると重大な欠陥となる
可能性がある。
　一方，介在物を低減するのではなく，鋼中に微細分散
させることにより，結晶粒の成憎
の構築をおこなった。

1．粒子の凝集モデル

1．1　乱流凝集理論
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の接触角が小さく濡れの良いスラグ系の介在物では，凝
集速度が遅くなることが知られている10）。
　この原因として，濡れの良い粒子では介在物粒子が原
子レベルで完全な結合に至るまでに，図 1に示す鉄原子
を挟んだ見かけ上の弱い結合の時間が存在し，その期間
での再分裂によると考えられている4）。そこで，乱流凝
集の式（2）に濡れなどの表面性質により凝集速度が遅く
なる補正項を加えた式（4）を適用した。
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ここに，�2 は粒子の表面の性質を示すパラメータであ






